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第 4 章 プロジェクトの妥当性の検証 

4-1 プロジェクトの効果 

内戦終結後のモザンビーク国では「経済開発 5 カ年計画(1995-99)」を策定し、教育・

保健医療・農村開発を中心課題とした経済開発を行っている。これを受けた教育省では

「教育セクター戦略計画 1999-2003」により、①基礎教育の機会拡大、②教育の質の向

上、③体制・財政の改善、を重点課題として教育分野開発を進めている。特に中等教育

分野では経済発展の担い手となる高学学歴者へのニーズ拡大に対して、中学入学者数

の倍増を目標としている。 

マプト市は近年の人口増加傾向から全国的にも学校不足の状況に悩まされており、

大部分の学校で3 部制授業を余儀なくされている。この傾向は急速にスプロール化が進

む 4、5 区の都市周縁部で顕著となっており、また中学校についても同様に4、5 区にお

ける不足状況が著しい。本計画において、これらの地域での小中学校の建設と教材の

供与を行うことで、以下のようなプロジェクトの効果が期待できる。 

①小学校新設および建て替えによる教育環境の改善 

マプト市全体で92%の小学校で3 部制授業を余儀なくされ、授業時間の短さ(2

部制と比べ 80%)から教育の質の低下を招いている。また既存校では施設の劣化

が著しく、机・椅子がなく子供は土間で授業を受けている、など劣悪な学習環境と

なっている。 

本計画では 5校の新設、2校の建て替えにより計112教室が新設され、11,200

人の生徒の教育環境が改善され、直接的な効果を受ける。また、計画サイト周辺

の既存校では計画校に生徒が移ることで 198 教室において 3 部制授業が解消さ

れ間接的に19,800 人の生徒の教育環境が改善される。 

②中学校新設による教育環境の改善 

マプト市では中学校の整備が遅れており、マプト市には11中学校があるものの

その多くは1区に集中しており、4、5区には 1校づつがあるのみで、これらの区の

生徒にとって就学の障害となっている。 

本計画では人口増加の著しい 4、5区のそれぞれに1校づつ、計24教室が新

設され、直接的に 1,920 人の就学機会の増大、現在の生徒数の 6.6％増加とな

る。 

③教材整備による学習効果の向上 

図表類などの展示用補助教材による教育効果は大きいことは明らかだが、現

在、多くの学校では教材を備えておらず、黒板と教科書のみで授業を行っている。

また教科書の配布も100%とはいえず、特に中学校での教科書所有状況は悪い。 
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本計画では初等・中等ともに実演用、展示用教材の供与することで学習効果

の大きな向上が期待できる。特に中学校では理科室の供与とともに理科教材の供

与を行い、相乗効果により理科教育の質の向上に寄与する。 

④公衆衛生環境の改善 

マプト市ではもともと簡易浄化槽による水洗トイレが普及していたが、多くの学

校で老朽化により使用できなくなっていて、替わりに穴を簡単に囲っただけの簡易

なトイレでしのいでいる。このため、学校内の衛生環境の悪化を招いている。 

本計画では市水給水可能なサイトでは簡易浄化槽による水洗式トイレを、水の

無いサイトでは汲み取り式トイレを供与する。これにより衛生環境の改善がなされ

る。また給水可能なサイトでは手洗いを設け、用便後の手洗いを習慣化することで

衛生教育の効果も期待できる。また男女別の便所とするので、女子生徒の就学ア

クセスの改善を図ることができる。 

⑤地域社会への裨益効果 

マプト市では中学校の施設不足を補うため3 部制授業をしており、夜間も正規

の授業に使用しているため、夜間の空きを利用した制度外教育などの機会が奪わ

れている状況にある。 

本計画の実施により、識字などの制度外教育や地域コミュニティの集会など多

様な地域活動の機会の拡大が期待できる。 

 

4-2 課題と提言 

計画実施後の運営については、相手国側の体制は人員、技術、予算ともに持続的に

実施することが可能であるが、今後、本計画事業がより円滑、効果的に実施されるために、

モザンビーク国側が取り組むべき課題として以下のようなものが考えられる。 

①教員の確保・再教育訓練 

本計画の実施には小学校では213名、中学校では60名の教員新規採用が必

要となるが、教員養成学校や教育大学の卒業生数を考えれば、十分に可能であ

ると考えられる。ただし、マプト市にはまだ小学校394 名、中学校 131 名の無資格

教員がおり、教育の質向上のためには、これらの無資格教員の再教育を続けてい

くことが必要である。 

②中学校理科室の活用 

中学校の理科にはカリキュラム上、実験を伴う授業が定められているものの、

現在はまだあまり授業に組み込まれてない。しかし、教育の質の向上を進めるた

めに必要であり、今後は積極的に取り入れる方針であり、現在理科実験が可能な

教員養成も進められていることを評価し、本計画でも中学校を対象に理科室を整
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備し、また一部の機材も供与する。モザンビーク側はその他に必要な実験機材、

試薬・消耗品の調達・確保し、理科実験授業を実施できる教員を採用することが

求められる。理科室は普通教室より十分に大きいため、会議、グループ・ディスカ

ッションなど教科を超えて多様な活用をすることが望まれる。 

③Magoanine 地区でのインフラ整備の推進 

Magoanine地区は2000年の大洪水による避難民の再定住地区であり、電気な

どの都市インフラ設備は未整備である。しかし、同地域の居住人口は避難民以外

にも過密化した旧市街からの移住により計画を上回るペースで拡大しているため、

学校施設の夜間利用のニーズも早晩起こると予想される。ついては早期の電力供

給整備が望まれる。 

 

また、わが国の技術協力や他ドナーとの連携についての提言は以下のようになる。 

④技術協力 

マプト市ではいまだに小学校教員の10.5%、中学校教員の19.0%が無資格となってい

る。「初等教育の完全普及」や「中学入学者数の倍増」を達成するためには、施設建設の

みならず教員養成、特に現職教員の再教育を積極的に進める必要がある。 

これら現職教員の再教育に対する技術協力は、教育の質改善への高い効果が期待

できる。特に理科実験についてはカリキュラムとして定められているものの、現在はまだあ

まり実施されおらず、実験を伴う教育実習、実技訓練を行う技術協力は直接的で具体的

な効果が期待できるものと考えられる。なお、この分野の協力として、EM大学における理

科実験教育へのドイツ技術協力の先例がある。 

⑤他ドナーとの連携 

同国の教育分野に対する他ドナーの協力のうち、大きな割合を占めるものとして、教

育省の「教育セクター戦略計画(ESSP) 1999-2003」を包括的に支援する世界銀行による

「教育セクター開発計画(ESDP) 1999-2003」、および SIDAスウェーデンによる学校基金

(Caixa Escolar)がある。 

マプト市での世界銀行による施設整備は「第２期教育プロジェクト1991-1998」で終了

しており、現在は「教育セクター開発計画(ESDP) 1999-2003」による地方の小中学校建

設・改修を中心に実施しており、本計画とは重複しない。 

SIDAスウェーデンは学校基金プロジェクトで教科書の配布、職業・成人教育支援、

EM大学支援を中心にソフト面での援助を続けている。本計画による施設建設とSIDAに

よるソフト面での連携は可能と考えられる。 
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4-3 プロジェクトの妥当性 

以下のようにして本計画はわが国の無償資金協力による協力対象事業の実施が妥

当であると判断される。 

• 裨益対象はマプト市周縁部に住む一般市民の子弟であり、初等教育について

は 30,000 人が直接または間接に裨益生徒数となり、また中等教育については

1,920 人が直接の裨益生徒数となる。(4-1 参照) 

• プロジェクト目標はモザンビーク国の教育の質向上および機会の拡大であり、

内戦復興中の同国の経済発展、国民生活の安定を進めることである。 

• 本計画のインプットは初等および中等教育施設の整備であり、極力、維持費の

掛からない計画としており、既存校の運営維持費で管理が可能である。また供

与する機材も彼らの技術レベルに適ったもので維持管理の容易なものを選定

しており、特別な技術が必要ないものとなっている。 

• 本計画はモザンビーク国の長期開発計画に則り、教育の質の改善に寄与する

公共的なものであり、収益性が問われるプロジェクトではない。 

• また、本計画は環境面での負荷がなるべく少ないよう配慮された計画であり、

わが国の無償資金協力の枠内で十分に実施可能なプロジェクトである。 

4-4 結論 

本計画はこれまでに述べてきたように多大の効果が期待され、同時に広くマプト市に

対する初等中等教育改善に寄与することから無償資金協力事業として実施することが妥

当であると判断される。本施設の運営管理についても問題ないものと思われるが、先に

述べたように「教員の確保・再教育訓練」「理科室の活用」「Magoanine 地区のインフラ整

備の推進」が進められることでより高い効果が期待できる。 



1.調査団員氏名 

1-1.基本設計調査 

 
• 総括  下村 則夫 JICA無償資金協力部次長 

• 計画管理  中村 浩孝 JICA無償資金協力部業務１課 

• 協力計画  下平 明子 JICA南アフリカ事務所 

• 業務主任/建築機材計画 河辺 泰章 ㈱マツダコンサルタンツ 

• 社会環境/教育計画 守屋 幡司 ㈲スガタコンサルタンツ 

• 施設・設備計画  井口 博之 ㈱マツダコンサルタンツ 

• 施工・調達計画/積算 川添 健治 ㈱マツダコンサルタンツ 

• 通訳  福島 淑子 ㈱マツダコンサルタンツ 

 

1-2.基本設計概要説明調査 

 
• 総括  丸尾 祐治  

    JICA南アフリカ事務所 上級技術顧問 

• 計画管理  荒 仁 JICA無償資金協力部業務１課 

• 業務主任/建築機材計画 河辺 泰章 ㈱マツダコンサルタンツ 

• 施工・調達計画/積算 川添 健治 ㈱マツダコンサルタンツ 

• 通訳  福島 淑子 ㈱マツダコンサルタンツ 



2. 調査行程
2.1 基本設計調査

総括 計画管理・協力計
画

業務主任/建築機
材計画

教育計画 施設設備計画 施工・調達計画/
積算

1 10月10日 火 ・東京→シンガポール(SQ997)

2 10月11日 水 ・シンガポール→ヨハネスブルグ(SQ406)

・JICA南ア事務所表敬

・単価調査書配布、説明

2 10月12日 木 ・ヨハネスブルグ→マプト（SA144）

3 10月13日 金 ・在モザンビーク日本大使館表敬訪問

・外務協力省表敬訪問

・MINED協議(インセプション説明、質疑書提出、調査日程調整)

5 10月14日 土 ・Bagamoyoサイト事前視察

6 10月15日 日 ・資料整理

7 10月16日 月 ・単価調査書配布、説明

・MINED協議(要請内容確認、実施体制など)

8 10月17日 火 ・要請サイトの確認

・25 de Junhoサイト調査

9 10月18日 水 ・Bagamoyoサイト調査

・MINED協議(資料請求など)

10 10月19日 木 ・Magoanineサイト調査

・Albaziniサイト調査

11 10月20日 金 ・3 de Fevereiro(ESG)サイト調査

・MINED協議(原要請のサイト調査結果報告、資料請求)

12 10月21日 土 ・東京→シンガポール ・資料整理

13 10月22日 日 ・シンガポール→ヨハネスブルグ ・資料整理

14 10月23日 月 ・MINED協議(資料請求、Magoanine地区背景など)

・既存小中学校(Lhanguene校、Unidade11,16校、Aeroporto校)視察

15 10月24日 火 ・ヨハネスブルグ→マプト ・MINED協議(追加要請サイト)

・在モザンビーク日本大使館表敬

・調査中間報告、団内会議

16 10月25日 水 ・MINED協議（団長よりインセプション説明、Magoanine、Albazini地区について協議）

・マプト市役所(Magoanine地区の状況)

・WB実施校(Malhazine小学校および中学校)視察

17 10月26日 木 ・WBヒアリング ・Unidade 11サイト調査

・Unidade 16サイト調査

18 10月27日 金 ・SIDAヒアリング ・Costa do Sol、Aeroporto

・Magoanine地区、Bagamoyoサイト視察 、Unidade 2サイト調査

19 10月28日 土 資料整理

20 10月29日 日 資料整理

21 10月30日 月 ・MINED協議（サイト調査結果報告、ラボ設置について協議）

・MINED協議(教育事情聴取) ・3 de Fevereiro(EP)、Unidade 18

サイト調査

22 10月31日 火 ・統計局、BIPヒアリング ・資料整理

・MINEDにてミニッツ署名

23 11月1日 水 ・INDE、NGO協会、ADPP ・GEPEヒアリング(建設基準など)

官団員 コンサルタント団員



総括 計画管理・協力計
画

業務主任/建築機
材計画

教育計画 施設設備計画 施工・調達計画/
積算

官団員 コンサルタント団員

・EM大学視察 ・マプト市教育局

24 11月2日 木 ・在モザンビーク日本大使館報告 ※施設計画 ・UNICEF、WFP ・サイト周辺の既存校調査

・マプト→ヨハネスブルグ に同じ ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ訪問

25 11月3日 金 ・MINED協議(調査結果報告、依頼事項の確認)

※施設計画 ・NGO協会 ・Magoanine地区既存校視察

に同じ EM大学訪問

26 11月4日 土 ヨハネスブルグ→ 資料整理

27 11月5日 日 シンガポール→東京 資料整理

28 11月6日 月 ・シブトゥトゥイニ教員養成校視察

・マプト市教育局

29 11月7日 火 ・在モザンビーク日本大使館報告

・マプト市教育局協議(調査結果報告、依頼事項の確認)

・建設事情調査

30 11月8日 水 ・マプト→ヨハネスブルグ(陸路585km)

31 11月9日 木 ・建設資機材調達調査

32 11月10日 金 ・建設資機材調達調査

・JICA南ア事務所報告

33 11月11日 土 ・資料整理

34 11月12日 日 ・ヨハネスブルグ→シンガポール(SQ405)

35 11月13日 月 ・シンガポール→東京（SQ012）



2.2 基本設計概要説明調査

総括 計画管理・協力計
画

業務主任/建築機
材計画

施工・調達計画/
積算

1 2月15日 木 ・東京→シンガポール(SQ997)

2 2月16日 金 ・シンガポール→ヨハネスブルグ(SQ406)

・JICA南ア事務所表敬

・建設事情調査

2 2月17日 土 ・ヨハネスブルグ→マプト（SA144）

3 2月18日 日 ・資料整理

4 2月19日 月 ・在モザンビーク日本大使館表敬訪問

・外務協力省表敬訪問

・MINED協議(インセプション説明、質疑書提出、調査日程調整)

5 2月20日 火 ・サイト調査(Magoanineほか)

・MINED協議

6 2月21日 水 ・サイト調査(Costa do Solほか)

・MINED協議

7 2月22日 木 ・既存校調査

・MINED協議(教育機材、設計内容)

8 2月23日 金 ・ミニッツ署名

・日本大使館報告

9 2月24日 土 マプト→ヨハネスバーグ(SA143)

10 2月25日 日 ヨハネスブルグ→

11 2月26日 月 シンガポール(SQ405)

シンガポール→

12 2月27日 火 東京(SQ998)

官団員 コンサルタント団員
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    国際協力部 
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Mr. Hermínìo Manuel Malate Director 

    室長 
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Mr. Hermengildo J. Caetano First Secretary, Direccao para Aaia e Oceania  

    アジアオセアニア局書記官 

Mr. David Eugénio Manjate Tradutor Oficial/Interprete 

    通訳 

■Direcção de Educação da Cidadeマプト市教育局 

Mr. Samuel Miguel Modumela Director de Direccao de Educacao da Cidade 

    市教育局局長 



Mr. Antonio José Matlombe Chefe de D. Direccao 

    市教育局計画部部長 

Mr. Joao Machaluco  Chefe de UME 

    メンテナンス・建設部部長 

Ms. Dirce Nurmahomed  Chefe de ROM 

    ROM部長 

Mr. Luis Simao   Director de District 4 

    4 区教育局局長 

Mr. Gediao Jamo   Director de District 5 

    5 区教育局局長 
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6. 事前評価表 

1. 対象事業名 

モザンビーク国 マプト市小中学校建設計画 

2. 我が国が援助することの必要性・妥当性 

(1)  モザンビーク国では 1995年から国家五カ年開発計画(1995-1999)を実施し、和平の
確実な持続、安定した国家の構築、国民生活向上のための教育・保健医療・農村開
発の推進と雇用創出を中心課題としている。これを受けて教育省では「教育セクター
戦略計画 1999-2003」を策定し、①基礎教育の機会拡大、②教育の質の向上、③
拡大と向上を継続できる体制・財政の改善を重点課題としている。初等教育分野で
は、教育機会の拡大とともに、前期・後期課程の統合による施設・教員配置の合理
化、連続したカリキュラムの採用による教育の質の向上が方策として挙げられてい
る。 

(2)  モザンビーク国では長く内戦の時代が続き、社会インフラの破壊や組織の弱体化、人
材レベルの低下などを引き起こし、終戦後の現在でも社会経済発展の大きな支障と
なっている。首都のマプト市では経済的な理由や洪水被災民の流入により人口が増
加しており、加えてない戦中に修繕や改修がされなかったため教室の傷み方が激し
く教室不足の状況が他地域に比べて著しい。このためほとんどの小学校で三部制授
業を余儀なくされ、授業時間が短くなったためカリキュラムの未消化や内部効率の低
下を引き起こしている。 

中等教育の分野では経済の復興に伴い増大する中等教育修了者への雇用ニーズ
や、初等教育分野の整備に伴い増大する中学校への進学ニーズに対し施設が不足
していることが問題となっている。 

(3) 当該国の社会経済事情については資料「モザンビーク国の社会経済状況」参照。 
 

3. 事業の目的等 

本協力事業の目的は 2003年を目標年次として、マプト市郊外の４，５区の小中学校
を整備することにより対象地域の教育環境を改善するとともに、中学校の就学生徒数
の増大を図ることである。 

4. 事業の内容 

(1)  対象 
マプト市 4、5区 

(2) アウトプット 
対象地域における小中学校の教育の質の向上および中等教育への就学機会拡大 

(3) インプット 
7小学校、2中学校、計 138教室の建設 

(4) 総事業費 
概算事業費 10.13億円（日本国側 9.84億円、モザンビーク国側0.29億円） 

(5) スケジュール 
日本政府の無償資金協力によって実施される場合に必要となる工期は、詳細設計も
含め 19ヶ月が見込まれる。 

(6) 実施体制 
モザンビーク共和国 教育省計画局／マプト市教育局 
 



5. 成果の目標 

(1) プロジェクトにて裨益する対象の範囲及び規模 
小学校生徒数 11,400人
中学校生徒数 1,920人
計 13,320人  

(2) 事業の目的（プロジェクトの目的）を示す指標 

対象地域における初等教育の質の向上 
2000年(=実施前) 2003年(=実施後)

三部制授業ｸﾗｽ数 3,381 2,787
三部制授業割合 95.08% 78.37%
一人あたり授業時間数 22.3時間/週 24.1時間/週  

 

対象地域における中等教育の機会拡大 
2000年(=実施前) 2003年(=実施後)

生徒数 28,869 30,789
増加率 - 6.65%  

 

6. 外部要因リスク 

(1)  教員の確保 
初等教育におけるカリキュラムの連続性、施設・教員の効率化を目指して、2004年
より前期・後期課程の統合が計画されている。これにより小学校213人、中学校 60
人の教員に加えて、校長・副校長、事務員、清掃夫・警備員の増員が必要である。 

(2)  中学校理科教材・教員の確保 
中等教育で必要な理科実験教育の実施に向けて実験機材・試薬・消耗品を調達・
確保し、実験教育の可能な理科教員を確保する必要がある。 

 

7. 今後の評価計画 

(1)  事後評価に用いる成果指標 
・小学校の 3部制授業の割合（％） 
・中学校(ESG1)の生徒数（人） 

(2)  評価のタイミング 
計画目標年次（事業終了年次 2003年）以降、事業評価を実施予定である。 
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94
63
51
1.
06
0.
91

4区 01
H
ul
en
e

1,
54
1

27
3
10

27
22

02
M
av
al
an
e-
A

2,
12
1

33
3
12

36
28

66
8

10
-
-

11
9

夜
間

28
5

6
-
-

8
5

03
U
ni
da
de
 8

1,
40
7

24
3
10

28
26

世
銀

53
7

9
-
-

14
12

夜
間

38
3

7
-
-

12
8

04
12
 d
e 
O
ut
ub
ro

2,
40
5

33
3
11

35
32

87
0

16
-
-

20
18

夜
間

56
7

10
-
-

19
16

05
M
av
al
an
e-
B

2,
26
4

33
3
10

1
30
24

世
銀

06
T
ri
un
fo

1,
86
0

30
3
11

1
26
23

51
7

9
-
-

9
6

07
U
ni
da
de
 3
1

96
5

15
3
5

16
16

08
C
. 
E
d.
 D
e 
C
hi
an
go

34
4

7
2
4

8
7

09
C
os
ta
 d
o 
So
l

53
9

11
3
5

13
11

10
L
au
la
ne

5,
34
1

67
3
21

5
60
50

87
8

15
-
-

13
13

夜
間

37
8

6
-
-

10
10

11
C
. 
L
ut
a 
L
. 
N
ac
io
na
l

1,
88
4

33
3
7

34
34

12
U
ni
da
de
 2
7

1,
50
4

24
3
8

18
18

13
A
lb
as
in
e

1,
83
6

30
3
10

21
19

14
M
ah
ot
as

3,
37
9

57
3
16

2
45
39

52
2

9
-
-

9
9

15
9 
de
 A
go
st
o

3,
27
9

49
3
14

38
36

N
G
O



8.
そ
の
他
の
資
料
-マ
プ
ト
市
内
既
存
校
リ
ス
ト
(4
/4
)

N
o
学
校
名

シ
フ
ト
教
室
数

備
考

E
P1
E
P2
E
SG
1
E
SG
2
E
P1
/2
E
SG
1

E
P1
/2
E
SG
1
E
P1
/2
E
SG
1

仮
設
全
教
員
有
資
格
全
教
員
有
資
格

教
員
数
/ク
ラ
ス

ク
ラ
ス
数

生
徒
数

E
P1
/2

教
員
数

E
SG
1

生
徒
数
/ク
ラ
ス

16
F
or

ça
-d
o 
Po
vo

2,
26
5

41
3
23

43
39

95
7

18
-
-

27
19

夜
間

37
5

7
-
-

13
13

87
6

16
-
-

-
-

17
H
ul
en
e-
B

2,
26
4

33
3
10

1
30
24

世
銀

18
10
 d
e 
N
ob
em
br
o

88
4

16
3
8

18
16

夜
間

43
0

8
-
-

23
18

19
E
. 
S.
 E
d.
 M
on
dl
an
e

86
1

24
2
12

-
-

夜
間

42
2

12
-
-

-
-

4区
小
計

35
,1
98
8,
25
1
2,
15
9

69
3
40

-
20
7
10
71
4
62
0
80
44
63
54
1.
03
2.
00

5区 01
Ja
rd
im

2,
20
6

34
3
15

34
34

12
22

18
-

22
20

夜
間

1,
07
9

15
-
-

29
24

02
U
ni
da
de
 5

1,
55
1

24
3
8

27
26

03
U
ni
da
de
 6

2,
10
6

37
3
15

38
36

45
0

8
-
-

9
8

04
U
ni
da
de
-B

1,
94
2

33
3
12

35
28

05
In
ha
gó
ia

3,
26
2

60
3
20

60
54

世
銀

06
25
/J
un
ho
 R
ua
 7

82
4

14
2
11

15
13

世
銀

10
02

16
-

23
21

夜
間

63
7

11
-
-

12
9

07
U
ni
da
de
 2

1,
62
3

30
3
5
5
30
20

08
U
ni
da
de
 3
0

2,
89
6

43
3
?

46
43

09
B
ag
am
oy
o 
M
ap
ut
o

3,
17
9

48
3
16

49
44

世
銀

10
E
p2
 d
e 
B
ag
am
oy
o

1,
89
5

34
3
15

42
40

夜
間

91
6

14
-

32
32

11
26
/J
un
ho
 R
ua
 4

1,
80
7

30
3
10

32
31

世
銀

12
In
fu
le
ne
 B
en
fic
a

84
7

16
3
13

16
13

81
7

13
-
-

15
15

13
M
al
ha
zi
ne

2,
86
4

44
3
17

46
45

79
5

13
-

15
13

夜
間

90
1

15
-
-

26
25

85
3

19
-

-
-

14
1 
de
 J
un
ho

3,
21
9

49
3
6
5
50
43

15
U
ni
da
de
 2
9

2,
95
7

45
3
15

47
41

世
銀

16
Zi
m
pe
to

1,
69
3

31
3
2
4
27
25

17
M
ag
oa
ni
ne

2,
31
1

40
3
13

35
33

N
G
O

18
U
ni
da
de
-A

1,
87
8

30
3
10

31
30

世
銀

19
M
ub
uk
ua
ne
 V
ol
an
te
 6

1,
72
2

30
3
15

33
24

20
E
. 
S.
 M
al
ha
zi
ne

1,
62
7

37
3
20

-
-

世
銀

21
W
ir
iy
am
o

1,
59
6

26
2
10

3
27
26

N
G
O

22
19
 d
e 
O
ut
ub
ro

1,
14
4

20
2
10

18
16

23
A
ne
xa
 1
9 
de
 O
ut
ub
ro

2,
44
0

35
3
-
8
10

*
教
員
10
+派
遣
教
員
19

5区
小
計

42
,3
45
11
,4
36
2,
48
0

87
6
56

25
8
25
93
1
83
2
94
65
61
44
1.
06
1.
68

合
計

15
3,
93
9
49
,4
78
28
,8
69
5,
83
9
3,
55
6
65
0
-
1,
30
5
47
3,
77
0
3,
37
6
69
0
55
9
57
44
1.
06
1.
06



 8
.そ
の
他
の
資
料
-住
民
集
会
結
果
　
(1
/2
)

N
o
バ
イ
ロ
名
（要
請
校
）
参
加
職
業

月
収

小
学
校

中
学
校

子
供
/家
庭
入
学
年
齢
小
学
校
入
学
中
学
入
学
通
学
順
序

1
25
 d
e 
Ju
nh
o

10
日
雇
い
労
働
者

60
0,
00
0
右
40
0m

2区
4.
5k
m
5-
6人

6歳
困
難

全
日
制
15
歳
ま
で
平
等

(E
P1
)

小
商
売

70
0,
00
0
左
90
0m

5区
5-
6k
m

空
き
が
な
け
れ
ば
空
き
な
け
れ
ば
以
上
で
は
夜
間

60
%失
業

遠
い
、
交
通
費

遅
く
な
る
あ
き
ら
め

市
が
学
校
割
振
り

2
B
ag
am
oy
o

11
職
人
（石
工
、
い
ろ
い
ろ
30
0m

4k
m

10
人
ぐ
ら
い
6歳
、

困
難

困
難

平
等

(E
P1
)

木
工
、
電
機
）

年
齢
優
先
6,
7,
8
学
校
少
な
い

50
%失
業

  
  
  
  
  
  
←
不
公
平
感

空
き
の
数
発
表

3
M
ag
oa
ni
ne

26
日
雇
い
労
働

58
0,
00
0
E
P1

M
ak
as
in
i
5人
以
上

6歳
困
難

困
難

男
優
先

(E
P2
)

職
工

3k
m
(4
5分
)
7k
m
(2
時
間
)

空
き
が
な
い

女
結
婚
、
外
へ

市
内
で
仕
事

E
P2
M
ak
as
in
i

60
%失
業

7k
m
(2
時
間
)

4
A
lb
az
in
i

10
農
業
、
人
夫

60
0,
00
0
E
P1
, 
3k
m
20
km

7人
ぐ
ら
い
6歳

困
難

遠
く
通
学
で
き
な
い平
等

(E
P2
)

職
工

E
P
2,
 1
0k
m
E
du
ar
do
 M
on
d-

EP
2あ
き
ら
め

全
員
行
く
べ
き

H
it
al
ku
ra
la
ne

5
3 
de
 F
ev
er
ei
ro

13
職
工

70
0,
00
0
L
au
ra
ni
,5
km
12
km

5-
6人

6歳
、

困
難

困
難

平
等

(E
SG
1)

養
鶏

80
0,
00
0
M
ag
oa
ni
ne

過
ぎ
る
と
優
先
度
空
き
が
な
い

9-
10
km

下
が
る

教
育
費
 費
  
目

小
学
校

中
学
校

調
査
者
コ
メ
ン
ト

授
業
料
（社
会
厚
生
基
金
）
50
,0
00
-8
0,
00
0

12
5,
00
0
-4
00
,0
00

＊
学
校
数
、
教
室
数
が
少
な
く
児
童
の
入
学
が
小
・中
学
校
と
も
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

制
服

15
0,
00
0-
25
0,
00
0
37
5,
00
0

＊
そ
の
た
め
、

教
科
書

無
料
、
貸
与

50
0,
00
0

ノ
ー
ト

25
,0
00

50
,0
00

＊
机
、
椅
子
が
不
足
し
て
い
る
。

試
験
料

2,
00
0-
5,
00
0

50
,0
00

＊
父
兄
は
失
業

交
通
費

1,
44
0,
00
0

カ
バ
ン

75
,0
00
-1
20
,0
00

20
0,
00
0

＊
従
っ
て
、
児
童
を
学
校
へ
行
か
せ
る
こ
と
は
父
兄
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

靴
10
0,
00
0-
25
0,
00
0
35
0,
00
0

＊
そ
の
よ
うな
状

印
紙
代

12
0,
00
0

合
計

40
2,
00
0-
73
0,
00
0
3,
21
0,
00
0
-3
,4
85
,0
00

＊
父
兄
の
意
識
と
し
て
は
就
学
へ
の
男
女
差
別
は
少
な
い
。

円
換
算

(¥
2,
80
0-
¥5
,1
00
)
(¥
22
,5
00
-¥
24
,4
00
)

＊
父
兄
は
学
校
教
師
を
尊
敬
し
て
い
る
。

＊
学
校
の
維
持



 8
.そ
の
他
の
資
料
-住
民
集
会
結
果
　
(2
/2
)

N
o
バ
イ
ロ
名
（要
請
校
）
学
校
/親

学
校
費
用
父
兄
会

維
持
管
理
先
生

問
題
,特
記
事
項

1
25
 d
e 
Ju
nh
o

負
担
重
い

30
0,
00
0
3/
年

な
し

尊
敬

学
校
少
な
い
,教
室
不
足

(E
P1
)

1,
00
0,
00
0
7/
年
、
ｸﾗ
ｽ

空
き
が
な
い
、
仕
方
な
い

交
通
費
高
い
,6
00
0/
da
y

2
B
ag
am
oy
o

負
担
重
い

37
5,
00
0
2/
年

な
し

尊
敬

学
校
少
な
い

(E
P1
)

主
に
母

交
通
費
,6
00
0/
da
y

3
M
ag
oa
ni
ne

負
担
重
い

70
0,
00
0
2/
年

な
し

尊
敬

20
00
,6
月
当
地
へ
、
元
へ
戻
れ
な
い

(E
P2
)

80
0,
00
0
4/
年
、
ｸﾗ
ｽ

元
居
住
地
 8
-1
6k
m
 

M
ag
ua
ni
ni
 n
ov
o 
 8
,5
56
人

仕
事
な
い
、
EP
1以
降
の
学
校
な
い

4
A
lb
az
in
i

経
済
的

50
0,
00
0
3/
年

な
し

尊
敬

EP
2遠
い
の
で
諦
め
る

(E
P2
)

苦
し
い

4/
年
、
ｸﾗ
ｽ

中
学
校
通
え
な
い

3/
4親
出
席

机
少
な
い

5
3 
de
 F
ev
er
ei
ro
負
担
重
い

40
0,
00
0
3/
年

な
し

尊
敬

建
設
中
断
建
物
、
臨
時
の
教
室

(E
SG
1)

学
費
計
算
中
学
校

4/
年
ｸﾗ
ｽ

当
バ
イ
ロ
に
は
小
学
校
な
い

す
る
と
気
絶

2,
00
0,
00
0

警
察
官
多
い

＊
従
っ
て
、
児
童
を
学
校
へ
行
か
せ
る
こ
と
は
父
兄
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
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